








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































高砂市内 じょうとんバス 高砂市 第4条
香寺町内 つつじ号 香寺町 第4条
奈良県 大和高田市 きぼう号 大和高田市 第4条
滋賀県 石部町内 めぐるくん 石部町 第21条
和歌山県 岩出町内 岩出町巡回バス 岩出町 第4条





事業主体 運営主体 対象 運賃 車両
府県
大 河内長野市 南海バス 一般 対キロ区間制 ノーステップバス
阪 （初乗り160円） 3台
府 大阪狭山市 南海バス 一般 大人100円、児童50円ノーステップバス
8台
泉佐野市 南海ウイン 一般 大人100円、児童50円ワンステップバス
グバス南部 3台
泉南市 南海ウイン 一般 大人100円、児童50円ワンステップバス
グバス南部 高齢者、障害者割引 2台
京 醍醐地域にコ ヤサカバス 一般 大人200円 ワンステップバス
都 ミュニティバ 児童100円 3台
府 スを走らせる 一日乗車券300円 マイクロバス1台
市民の会
木津町 奈良交通 一般 大人100円 小型バス4台
児童50円 予備車1台
兵 宝塚市 阪急バス 一般 大人210円 小型バス3台
庫 児童110円 予備車1台
県 高砂市 神姫バス 一般 大人100円 小型バス3台
児童50円
香寺町 神姫バス 一般 均一100円 ワゴン車1台
奈 大和高田市 エヌシーバ 一般 均一200円 ノーステツプバス
良 ス 1台
県 小型バス1台
滋 石部町 滋賀バス 一般 均一250円 大型バス1台
賀 中型バス1台
県 小型バス1台
和 岩出町 和歌山バス 一般 大人150円 マイクロバス2台
歌 那賀 児童80円 ワゴン車2台
山 高齢者無料 予備車1台



















● ● ● ● ● ●
大阪狭山市循環
oス
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
泉佐野市コミュ
jティバス
● ● ● ● ● ● ● ●
さわやかバス ● ● ● ● ● ● ● ● ●
京゜都　府 醍醐コミュニテ
Cバス
● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
木津町巡回バス ● ● ● ● ● ●
兵庫　県 仁川・売布住宅
n域バス
● ● ● ● ● ● ●
じょうとんバス ● ● ● ● ● ● ● ●
つつじ号 ● ● ● ● ● ● ●
奈　良　県 きぼう号
● ● ● ● ● ● ●
滋　賀　県 めぐるくん
● ● ● ● ● ● ●
岩出町巡回バス ● ● ● ● ● ● ● ●
和　歌　山　県
ももちゃん号






























































































































































































































乗車 アクセス その他指標 特徴
所要 運賃 運転 水平 高低差 年齢 交通













































































































































































































































































































































































青年 中年 高齢 青年 中年 高齢
高齢者の割合
伏見区 46，8236，627 6，1934，5207，0537，2265，621 21．7％
山科区 701 118 89 59 ll4 10467 18．0％
醍醐地区全体 47，5246，7456，2824，579 7，167 7，330 5，6882L6％
（資料）平成12年国勢調査人口　年齢階級別、男女別人口により作成
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4．　2．3公共交通サービスの現況と問題
　本項では、醍醐地区の公共交通サービスの現況（醍醐コミュニティバス整備以前）及び
その問題点について述べる。
　醍醐地区の公共交通施設の配置状況は図4・2に示す。この地区には、地域を縦貫する3
本の幹線道路があり、いずれもバス路線になっている。しかしながら、地区中心駅である
地下鉄醍醐駅に直通する路線は2本、地方中核病院である武田総合病院に直通するバス路
線は1本しかないため、多くの醍醐地区に住んでいる住民にとっては、実際に鉄道駅を利
用する際、駅周辺に買い物に行く際、或いは通院する際に、施設へ直通する公共交通施設
がないため、日常生活は非常に不便である。醍醐地区における路線バス停留所を中心に、
半径200Mのバス勢力圏を描けば、勢力圏内に入っていない住宅も数多く存在しているこ
とが分かる。
　図4・3は数値地図2500の50mメッシュ標高データに基づいて作成した醍醐地区の標高
図である。図に示したように、醍醐地区では、上述のようなバス停から距離が遠く、公共
交通が利用し難いといった「交通空白地域」の多くは、山沿いの坂の上など高低差の激し
い傾斜地に立地している住宅街や団地であり、このような地区で住んでいる住民にとって
は、平坦地と比べ傾斜地による抵抗が一層大きくなり、とりわけ高齢者達は自宅からバス
停まで歩いて往復することが大変難しくなっていることが一目瞭然である。
　1997年、市営地下鉄東西線の開通に伴い、醍醐地区の住民は地下鉄醍醐駅を利用すれば、
京都市都心部へのアクセスはきわめて便利になった。その反面、醍醐地区では、鉄道との
競争による採算性が取れなくなる可能性を回避するため、鉄道が開通した直後、市バスが
醍醐地区から全面的に撤退した。醍醐地区では、地下鉄駅の開業によって都心部へのアク
セスが便利になった一方、バス路線の廃止により地区内の公共交通網が不十分になったた
め、40年前にこの地区に転住してきた住民にとっては、突然「足」がなくなって、外出す
るのも非常に困難な状況になり、地下鉄開業する前より、地区内の移動はかえって不便に
なったという思いを抱いている住民も少なくない。
　そこで、地下鉄を中心とする幹線公共交通が充実する一方で、地区内の移動を支えるバ
スサービスが十分提供されていないこの醍醐地区では、地区住民達のモビリティを確保し、
とりわけ、如何に高齢者など公共交通に頼っている人々に、地区中心鉄道駅、商業地区、
病院など日常生活の基本施設へのアクセスを確保できる地区内公共交通手段の提供が、公
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共交通事情の大変重要な課題となっている。
　　　　　　　　0　　　　　　　500　　　　　　1000
●　路線バス停留所
［］バス停から25。M鯛
　　住宅
人内N
区地醐
r＼Z閣
⌒1、
　　　　　　　　　　　　　　　／
　　　　　　　　　　　　　　武田総合病院
図4・2　ケーススタディ対象地区となる醍醐地区における路線バスの200mサービス圏
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図4－3　醍醐地区50mメッシュ標高
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4．3　交通ペネトレーション事業の概要
本節では・地区住民が自発的に主体となって行った醍醐地区における交通ペネトレーシ
ョン事業計画の経緯・運行計画、路線設定及びその特徴について述べる。
4．3．1事業計画の経緯
　地下鉄東西線の開業に伴う市バスの全面撤退が地区公共交通上の問題を起こし、醍醐地
区の住民から、バス交通現況の改善を要望する声があがっていた。ちょうどバスの規制緩
和が実施された時期であったことや、地元の大手タクシー業者が住民と共同して計画づく
りを行うことに協力的であったこと、交通まちづくりにっいてのノウハウを持つ環境NPO
の参画があったことなどから、住民が主体となったバスの運行計画が具体的に進行してい
った。
　2001年9月、地区内の公共交通を充実させるきめ細かくまわるバス路線が必要である
との認識が広がり、自治町内会連合会や地域の女性会が中心となって「醍醐地域にコミュ
ニティバスを走らせる市民の会」を発足させた。市民の会が中心となって国内コミュニテ
ィバス導入の見学を行ったり、公共交通ワN・・一・・クショップなどに参加したり、行政に対して
バス路線の導入の要望も行っていた。その後、議会への請願などの活動が実って、新しい
路線が開設されることに成り、大きな成果をあげたかに思われた。
　しかし、京都市交通局が中心となって検討された新路線が既設路線をっないで循環にし
ただけの路線であり、住民側の要望している地区内を細かくまわるバス路線とは全く異な
るものであり、また、路線の決定過程において、住民側への相談はなく、運行直前に期待
とは全く異なる路線を知らされるという状況であった。そのため、既存事業者に任せでは
いつまで待っていても真に住民が望む路線は出来ないという認識が広がり、市民の会が自
らの力でバス運行を目指すこととなった。
　2002年7月に、市民フォーラムが実施され、住民意見を取り入れることをもっとも重
要な姿勢とした。住民代表、醍醐地区内の商業施設、寺院の関係者らも含めて意見の交換
を行い、高齢者に配慮したシステムにという要望や、住民をあげて応援していく仕組みづ
くりが重要であるといった以下の提言が会場から出された。
　　①車椅子での利用も可能な車両にして欲しい。
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　　②障害をもった人及びケアーをする人の乗車賃は無料とするなどの配慮をして欲し
　　　い。
　　③バスの車体デザインは世界文化遺産のお膝元を走るバスにふさわしい高品位なも
　　　のにしたい。
　　④走らせ続けるには資金を継続的に得る必要がある。「ファン倶楽部」「応援団」「支
　　　える会」などを組織し、運賃だけでない「会費」「寄付」等の資金確保の方法を取
　　　　り入れることが必要。地域によるエコマネーの研究も可能性としてある。
　　⑤バスルートを決める際、大型商業施設のみが潤うのではなく、昔からある商店や
　　　商店街も潤うような視点が必要。
　　⑥路線によってはバスの運行時間が1時間に1本という計画であるが、間隔を詰め
　　　る努力をして欲しい市民の会は自治会へも出向いて、発表された基本計画をもと
　　　に、地域住民の意見を取り入れながら実施に向けての本格的な準備を進める予定
　　　とする。
　2002年9月、地区住民の意見を聞くために地区内の学区ごとに「コミュニティバスを
走らせる学区の集い」を開催し、一般的に行っていない計画中のバス路線原案を市民に公
開し、広く意見の交換を行った。繰り返して意見を求めているため、多くの市民が「自分
たちのバスである」という気持ちを持ちながら、以下の提言もあった。
　①コミュニティバスを走らせ続けるためのサポータ制度をつくってはどうか。
　②醍醐の住民（約5万人）から一人1日3円（1年に1，000円）カンパしてもらえれ
　　　ば楽に運営できる。
　③個別にカンパを集めるのは労力が大変。
　④池田東学区は自治町内会組織が確立しているので、町内会組織が支援者を集めては
　　　どうか。
　⑤バスルートについて、学区内の富田団地商店街の活性化につながる路線を考える必
　　　要があるのではないか。
　2003年9月、「醍醐地域にコミュニティバスを走らせる市民の会」の総会が開催され、
バス運行開始を目指し最大の努力で準備が進め、サポータの募集、資金援助などあらゆる
応援を呼びかけた。
　2004年2月、醍醐コミュニティバスの運行は正式に始まり、2004年末までの統計デー
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タからみれば・運行289日間で乗車人数が194443人になり、平均一一日あたり673人とな
り・当初の目標（500人1日）より大幅に上回っているn
醍醐地区における交通ペネトレーション事業の経緯のまとめを表4－2に示す。
表4・2醍醐地区における交通ペネトレーション事業の経緯
日付 経緯
2001年9月醍醐地域にコミュニティバスを走らせる市民の会発足。
2001年10月「京のアジェンダ21フォーラム」、「弥栄自動車」の協力を得て、自主
^行の検討を行う。
2002年7月「市民フォーラム」開催。
2002年7月運行計画の概要を記したパンフレットを作成して、地区内全戸に配布
ｵ、同時に住民意向アンケート調査を実施。
2002年9月「コミュニティバスを走らせる学区の集い」開催。
2003年9月「醍醐地域にコミュニティバスを走らせる市民の会」の総会開催
2004年2月運行開始
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図4・4　醍醐コミュニティバスのサービス範囲
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4．3．2事業計画の内容
　2004年2月、醍醐地区住民組織「醍醐地域にコミュニティバスを走らせる市民の会」
自ら運行案を作成し、バス事業者との契約により4路線の醍醐コミュニティバスの運行が
始まった。
（1）　路線設定
　醍醐コミュニティバスネットワークは4路線で構成される。
　1号路線は地下鉄醍醐駅前から小栗西方面に向かって、武田総合病院前を終点とする。
2号路線は、上ノ山団地口から、多近田町を経由し、武田総合病院前を終点とする。3号
路線は地下鉄醍醐駅前から、端山・日野方面に向かって、武田総合病院前を終点とする。
4号路線は地下鉄醍醐駅前から、北醍醐を経由して、地下鉄醍醐駅前を終点とする循環路
線とする。
（2）　運営主体と財源
　醍醐コミュニティバスの運行は、全国はじめての市民団体を運営主体とするコミュニテ
ィ事業を行った事例である。事業の運営に関する業務、バスの利用促進運動、運営協力金
及び広告収入の管理、ならびに運営業績及び財務状況などの管理はすべて市民組織「醍醐
地域にコミュニティバスを走らせる市民の会」が行い、バス運行に関する業務、車両及び
バス停の管理、運行業績などの情報作成などは弥栄バスが行う。
　運営費用は、国や市町村から補助金を利用せず、主に醍醐コミュニティバスの運賃収入
で構成される。不足分は、醍醐地区内における企業、商店、寺院、団体から最大24000円
／月の資金サポータ制度、車内及び時刻表の広告収入によって賄う。
（3）　バス利用料金
　大人一回200円、小人（小学生以下）は一回100円で、未就学児童（6歳未満）は同伴
者（大人・小人）1名につき1人目までは無料、2人目からは小人運賃が必要。全線乗り
降り自由の一日乗車券は300円で販売している。
（4）　運行時間と頻度
1号路線では、午前7時20分から午後7時45分まで、60分間隔で1日13便を運行し
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